






活性型ビタミン Dの過剰投与は,従来より腎機能に悪影響を及ぼすことが報告されている。

私達は,高Ca血症を伴うことなく,ビタミンD中毒による腎機能障害をきたしていたファン

コニー症候群の姉弟例において,高 Ca 尿症に注目してビタミン D 投与量を減量した結果,

腎機能の著明な改善を認めた。活性型ビタミン D 投与中には,高 Ca 血症をきたさず高 Ca

尿症により,腎機能障害を起こす場合がみられる。したがって,活性型ビタミン D投与中に

は,血清CaやPを頻回に測定することに加えて,同時に尿中Ca/Cr値にも注目することが重

要と思われた。 


